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新
庄
村
役
場

新
庁
舎
建
設
工
事
完
成
　

11
月
３
日
、
４
日
の
二
日
間
岡
山

大
学
か
ら
留
学
生
９
名
と
先
生
が
来

村
さ
れ
ま
し
た
。
初
日
は
、
石
藤
副

村
長
の
案
内
で
が
い
せ
ん
桜
通
り
の

散
策
か
ら
始
ま
り
、
道
の
駅
で
昼
食

後
、
森
林
セ
ラ
ピ
ー
協
議
会
に
ご
協

力
を
頂
き
、
黒
田
会
長
よ
り
説
明
を

受
け
な
が
ら
セ
ラ
ピ
ー
体
験
を
行
い

ま
し
た
。
そ
の
後
、
Ｓ
Ｊ
Ｃ
の
ご
協

力
の
も
と
、
４
人
搗
き
の
モ
チ
搗
き

体
験
を
行
い
、
中
に
は
初
め
て
見
る

留
学
生
も
お
り
、
大
変
感
動
と
驚
き

岡
大
生
交
換
留
学
生
交
流
会

　
か
ね
て
よ
り
整
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
新
庄
村

役
場
新
庁
舎
の
建
設
工
事
が
こ
の
度
完
成
し
12
月

21
日
㈬
に
、
村
へ
引
渡
し
と
な
り
ま
す
。

　
皆
様
に
も
新
庁
舎
を
ご
覧
頂
く
内
覧
会
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
の
際
は
是
非
新
し
く

な
っ
た
新
庄
村
役
場
に
足
を
お
運
び
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
新
庁
舎
で
の
業
務
開
始
は
令
和
５
年
４
月
を
予

定
し
て
い
ま
す
。�

（
総
務
企
画
課
・
前
田
）

2F 多目的ホール
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を
隠
せ
な
い
様
子
で
し
た
。
搗
き
た

て
の
餅
に
あ
ん
こ
や
き
な
粉
を
ま
ぶ

し
た
り
、
最
後
は
お
雑
煮
と
し
て
食

べ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、
毛
無
山
登
山
を
行
い
、

天
候
に
も
恵
ま
れ
ま
し
た
が
、
残
念

な
が
ら
大
山
ま
で
は
望
む
事
が
出
来

ま
せ
ん
で
し
た
。
山
頂
で
昼
食
を
と

り
、
怪
我
も
な
く
無
事
下
山
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

　
下
山
後
は
小
倉
村
長
を
表
敬
訪
問
し
、

二
日
間
の
体
験
を
通
じ
て
新
庄
村
の

魅
力
・
印
象
ま
た
将
来
の
事
に
つ
い

て
意
見
交
換
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に

は
紙
面
を
お
借
り
し
て
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。�

（
総
務
企
画
課
・
柴
田
）

　

村
制
１
５
０
周
年
の
記
念
行
事
と

し
て
、
11
月
8
日
㈫
に
植
樹
式
を
行

い
ま
し
た
。
植
樹
場
所
は
、
大
原
地

区
に
あ
る
普
陀
寺
山
公
園
上
部
の
村

有
林
皆
伐
跡
地
で
す
。

　

植
樹
式
に
は
、
保
育
所
園
児
（
年

長
）
及
び
保
護
者
、
小
学
校
児
童
、

村
制
１
５
０
周
年
記
念　

普
陀
寺
山
公
園
植
樹
式

1F 執務スペース

1F 執務スペース

2F ロビー
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中
学
校
生
徒
ら
が
参
加
し
、
少
花
粉

の
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
の
苗
木
を
合
計

５
１
０
本
植
樹
し
ま
し
た
。

　

園
児
・
児
童
・
生
徒
の
皆
さ
ん
は
、

唐
鍬
で
手
の
ひ
ら
大
の
穴
を
空
け
、

苗
木
を
1
本
ず
つ
丁
寧
に
植
え
て
い

ま
し
た
。

　

園
児
・
児
童
・
生
徒
の
成
長
を
見

守
り
、
共
に
大
き
く
な
っ
て
く
れ
る

こ
と
と
思
い
ま
す
。

（
産
業
建
設
課
・
池
田
）

　

令
和
４
年
11
月
１
日
㈫
に
新
庄
村

民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
で
登
校

す
る
児
童
生
徒
へ
「
お
は
よ
う
」
の

声
掛
け
運
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
運
動
は
、
岡
山
県
、
市
町
村
、

各
種
団
体
等
が
総
ぐ
る
み
で
安
全
・

安
心
ま
ち
づ
く
り
を
目
的
に
「
お
は

よ
う
、
お
か
え
り
」
県
民
運
動
と
し

て
県
下
一
斉
に
取
り
組
み
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

当
日
は
、
登

校
す
る
児
童
生

徒
に
「
お
は
よ

う
」
の
声
掛
け

を
行
い
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
も

元
気
よ
く
、
大

き
な
声
で
あ
い

さ
つ
し
て
く
れ

ま
し
た
。

 （
住
民
福
祉
課
・
岩
佐
）

　
令
和
４
年
度
全
国
民
生
委
員
児
童
委

員
連
合
会
会
長
表
彰
で
大
原
地
区
の

山
口
周
治
氏
が
永
年
勤
続
民
生
委
員

児
童
委
員
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

山
口
周
治
氏
は
、
平
成
22
年
12
月

１
日
か
ら
新
庄
村
民
生
委
員
と
し
て

地
域
住
民
と
の
関
わ
り
の
中
で
築
き

上
げ
た
信
頼
関
係
に
よ
り
積
極
的
に

活
動
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
民
生
委
員
活
動
に
ご
尽
力

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　

   （
住
民
福
祉
課
・
岩
佐
）

　

11
月
13
日
㈰
、
新
庄
村
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
で
令
和
４
年
度
「
生
涯
学

習
推
進
大
会
」
と
し
て
講
演
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
今
回
は
「
大
学
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
岡
山
」
と
の
共
催
と
し

て
開
催
し
て
お
り
、
講
師
派
遣
に
つ

い
て
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
岡
山
県
立
大
学
講
師
の
樟
本
千
里
氏

を
お
迎
え
し
、『
と
も
に
絵
本
を
読
む

　
大
人
の
か
か
わ
り
が
子
ど
も
の
学
び

を
深
め
る
』
を
テ
ー
マ
と
し
て
お
話

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
樟
本
さ
ん
は

教
育
心
理
学
を
専
門
と
し
、
認
知
発
達

や
環
境
要
因
か
ら
幼
児
期
の
思
い
や
り

に
つ
い
て
研
究
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

保
育
士
や
保
護
者
が
絵
本
を
ど
の

よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
、
読
み
聞
か

せ
に
参
加
し
た
子
ど
も
の
中
の
思
考

回
路
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
を
説

明
し
な
が
ら
、「
子
ど
も
に
は
絵
は

視
覚
か
ら
、
文
字
は
聴
覚
か
ら
情
報

が
入
っ
て
く
る
の
で
、
両
方
を
う
ま

く
使
っ
て
ほ
し
い
」、「
子
ど
も
が
絵

本
の
何
を
楽
し
ん
で
い
る
の
か
を
意

識
す
る
こ
と
で
、
大
人
の
関
わ
り
方

「
お
は
よ
う
」声
掛
け
運
動

を
実
施
し
ま
し
た

「
生
涯
学
習
推
進
大
会
」開
催

令
和
４
年
度
全
国
民
生
委
員

児
童
委
員
連
合
会
会
長
表
彰
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村
さ
れ
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
を
よ
り

良
く
生
き
る
た
め
、
Ａ
Ｃ
Ｐ
（
人
生

会
議
）
に
つ
い
て
の
お
話
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

ま
た
、
新
庄

村
内
科
診
療

所
の
大
槻
剛

巳
先
生
に
も

司
会
・
進
行

役
と
し
て
ご

参
加
い
た
だ

き
、
ま
だ
一

般
に
は
馴
染

み
の
薄
い
概

念
に
つ
い
て

身
近
な
こ
と
と
し
て
伝
え
る
お
手
伝
い

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た

26
名
の
方
々
は
、
先
生
方
の
お
話
を

熱
心
に
聞
か
れ
た
り
、
積
極
的
に
質

問
し
た
り
さ
れ
る
な
ど
、
各
々
理
解

を
深
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

�

（
住
民
福
祉
課
・
谷
川
）

　
11
月
12
日
㈯
、ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

大
ホ
ー
ル
に
て
、
認
知
症
ミ
ニ
講

が
変
わ
り
、
子
ど
も
は
よ
り
楽
し
め

る
よ
う
に
な
る
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
話
を
す
る
と
き
に
形
容
詞

を
使
う
場
面
を
増
や
す
こ
と
で
、
情

報
が
正
確
に
伝
わ
り
、
子
ど
も
が
理

解
し
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
と
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、「
絵
本
を
と
も
に
読
む

こ
と
は
、
対
話
を
す
る
こ
と
で
あ
り
、

そ
れ
が
子
ど
も
の
学
び
の
機
会
と
な

り
、
子
ど
も
が
自
分
で
気
づ
き
考
え
、

自
分
の
理
解
を
伝
え
る
力
と
な
っ
て

く
る
と
思
う
」
と
、
絵
本
を
通
じ
て

子
ど
も
と
大
人
が
や
り
と
り
す
る
こ

と
の
大
切
さ
を
訴
え
て
い
ま
し
た
。

（
教
育
委
員
会
・
高
岡
）

　　

新
庄
村
消
防
団
で
は
秋
の
火
災
予

防
運
動
期
間
前
の
11
月
６
日
㈰
に
防

火
水
槽
、
消
火
栓
や
水
利
等
の
清
掃

点
検
を
行
い
ま
し
た
。

　

美
新
分
署
・
駐
在
所
・
消
防
団
に
よ

る
合
同
の
パ
レ
ー
ド
や
村
内
各
戸
へ

防
火
ビ
ラ
を
配
布
し
消
火
器
の
点
検
等

村
内
全
域
に
防
火
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

ま
た
、
12
月
28

日
か
ら
30
日
ま

で
の
３
日
間
は

年
末
夜
警
を
実

施
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
時

期
、
寒
い
日
が

続
き
、
ス
ト
ー

ブ
等
の
暖
房
器

具
の
使
用
が
多

く
な
り
ま
す
。
火
の
取
扱
い
、
火
の

元
に
は
十
分
に
注
意
し
て
い
た
だ
く

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

�
（
総
務
企
画
課
・
柴
田
）

　

11
月
５
日
㈯
、ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

大
ホ
ー
ル
に
て
岡
山
県
医
師
会
会
長

松
山
正
春
先
生
が
地
域
に
出
向
き
、

住
民
の
皆
さ
ん
と
触
れ
合
う
県
医
師

会
移
動
会
長
室
「
会
長
が
ゆ
く
！
虹

色
サ
ロ
ン
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

松
山
先
生
の
ほ
か
、
浅
口
医
師
会

会
長
の
福
嶋
敬
祐
先
生
、
津
山
市
医

師
会
会
長
の
宮
本
亨
先
生
、
真
庭
市

医
師
会
会
長
の
池
田
文
昭
先
生
が
来

岡
山
県
医
師
会

移
動
会
長
室
事
業

演
会
・
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン

タ
ー
（
向
陽
台
病
院
）
の
田
中
和
芳

先
生
か
ら
認
知
症
に
つ
い
て
の
わ
か

り
や
す
い
お
話
を
い
た
だ
い
た
後
、

医
療
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
と
参
加
者
が

ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
話
し
合
う
ふ
れ
あ

い
ト
ー
ク
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加

さ
れ
た
20
名
の
皆
さ
ん
は
、
認
知
症

に
つ
い
て
日
頃
か
ら
思
っ
て
い
た
事
、

疑
問
や
相
談

な
ど
、
思
い

思
い
の
お
話

を
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
実

際
に
認
知
症

の
方
と
関
わ

っ
て
い
る
医

療
ス
タ
ッ
フ

の
方
々
と
お

話
し
す
る
こ

と
で
新
た
な

知
識
を
得
ら
れ
た
り
、
悩
み
を
相
談

し
て
安
心
感
が
得
ら
れ
た
り
し
た
方

も
お
り
、
と
て
も
和
気
あ
い
あ
い
と

し
た
雰
囲
気
の
中
で
充
実
し
た
時
間

を
過
ご
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

（
住
民
福
祉
課
・
谷
川
）

認
知
症
ミ
ニ
講
演
会・

ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク

火
災
予
防
に
ご
協
力
を
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お

せ

知

ら

　

11
月
か
ら
、
コ

ロ
ナ
禍
で
は
あ
り

ま
す
が
、
安
全
対

策
を
講
じ
な
が
ら

地
区
意
見
交
換
会

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

村
の
活
性
化
に

関
す
る
こ
と
や
災

害
対
策
、
除
雪
、

農
業
に
関
す
る
こ

と
な
ど
生
活
に
欠

か
せ
な
い
事
柄
に

つ
い
て
活
発
な
ご
意
見
を
頂
い
て
お
り

ま
す
。

　

未
開
催
地
区
で
意
見
書
の
提
出
ま

た
は
意
見
交
換
会
の
開
催
希
望
が
あ

り
ま
し
た
ら
お
気
軽
に
お
申
し
出
く

だ
さ
い
。

�

（
総
務
企
画
課
・
柴
田
）

◇
新
春
の
走
り
初
め
で

　
さ
わ
や
か
な
ス
タ
ー
ト
を
！

　

新
年
恒
例
の
新
春
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大

会
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

【
開
催
日
】

　

令
和
５
年
１
月
２
日
㈪

【
ス
タ
ー
ト・ゴ
ー
ル
会
場
】

　

新
庄
村
公
民
館
前　

【
受
付
会
場・受
付
時
間
】　

　

新
庄
村
公
民
館
前

　

午
前
10
時
30
分
〜 

受
付

　

午
前
11
時
30
分 

ス
タ
ー
ト

【
コ
ー
ス
】

　
２・０
㎞　
３・５
㎞　
5・2
㎞
の

　

３
コ
ー
ス

　

参
加
選
手
全
員
に
参
加
賞
・
完
走

証
を
進
呈
し
ま
す
。

　

ご
家
族
、
ご
近
所
、
帰
省
の
方
々

な
ど
多
数
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
ご
参

加
く
だ
さ
い
。�

(

公
民
館
・
川
端)

●
接
種
時
期

　

10
月
～
令
和
５
年
１
月
末
ま
で

●
助
成
対
象
者

①
65
歳
以
上 

（
心
臓
、腎
臓
、呼
吸
器

機
能
、
免
疫
機
能
に
障
害
を
有
す

る
方
は
60
歳
以
上
）：
２
、９
４
７

円
助
成（
自
己
負
担
１
、３
０
０
円
）

②
１
歳
～
中
学
３
年
生
ま
で
：

　

１
、６
２
１
円
／
回
助
成
（
自
己

負
担
２
、０
０
０
円
／
回
）

●
接
種
場
所

　

県
内
の
医
療
機
関
ま
た
は
日
野
病

院
で
接
種
で
き
ま
す
。
各
自
で
病
院

に
予
約
し
、
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

※
中
学
３
年
生
ま
で
の
子
ど
も
の
助

成
に
つ
き
ま
し
て
は
、
真
庭
市
と
新

庄
村
独
自
の
制
度
で
す
。
真
庭
市
内

医
療
機
関
と
日
野
病
院
で
の
接
種
が

助
成
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

※
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
と
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
は
間
隔
を
空
け
ず
に

接
種
で
き
ま
す
。
は
や
め
に
接
種
し

ま
し
ょ
う
。�（
住
民
福
祉
課
・
有
吉
）

　

本
年
は
交
通
死
亡
事
故
が
多
発
し

て
お
り
、
10
月
31
日
現
在
の
死
者
数

は
60
人[

暫
定
値]（
前
年
比
15
人
増

加
）
と
、
す
で
に
前
年
の
交
通
事
故

死
者
数
（
57
人
）
を
超
え
る
な
ど
、

県
内
の
交
通
安
全
を
め
ぐ
る
情
勢
は

極
め
て
危
機
的
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
令
和
４
年
12
月
１
日

㈭
か
ら
令
和
５
年
１
月
６
日
㈮
ま
で

の
期
間
、「
年
末
・
年
始
の
交
通
事

故
防
止
県
民
運
動
」
が
県
内
一
斉
に

展
開
さ
れ
ま
す
。

年
末・
年
始
の

交
通
事
故
防
止
県
民
運
動

地
区
意
見
交
換
会
を

行
っ
て
い
ま
す

第
40
回
新
庄
村
体
力
づ
く
り

新
春
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

の
料
金
助
成
に
つ
い
て
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予
約
先

　

津
山
年
金
事
務
所
お
客
様
相
談
室

　

☎
０
８
６
８

―

３
１

―

２
３
６
０

＊
自
動
音
声
案
内
が
始
ま
り
ま
し
た

ら
①
番
を
押
し
、
次
に
②
番
を
押

し
て
く
だ
さ
い
。

※
相
談
内
容
を
把
握
す
る
た
め
、
前

日
ま
で
に
必
ず
予
約
を
お
願
い
し

ま
す
。

※
年
金
番
号
が
わ
か
る
も
の
と
、
本

人
確
認
が
で
き
る
免
許
証
、
保
険

証
な
ど
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
代
理
の
場
合
は
委
任
状
が

必
要
で
す
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

の
状
況
に
よ
り
、
中
止
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
ご
理
解
の
程
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

�

（
住
民
福
祉
課
・
小
畑
）

　

交
通
事
故
防
止
の
た
め
に
は
、
一

人
ひ
と
り
が
交
通
事
故
の
リ
ス
ク
を

他
人
事
と
考
え
る
こ
と
な
く
、
自
分

の
こ
と
と
し
て
強
く
認
識
し
、
相
手

に
対
す
る
「
思
い
や
り
・
ゆ
ず
り
合

い
」
の
気
持
ち
で
交
通
ル
ー
ル
と
交

通
マ
ナ
ー
の
遵
守
を
実
践
す
る
こ
と

が
大
変
重
要
で
す
。

　

ド
ラ
イ
バ
ー
は
も
ち
ろ
ん
、
歩
行

者
も
、
自
転
車
利
用
者
も
、
一
人
ひ

と
り
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
「
ゆ
ず

る
・
と
ま
る
・
ま
も
る
」
を
心
が
け

て
、
交
通
事
故
を
起
こ
す
こ
と
な
く
、

新
し
い
年
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

ス
ロ
ー
ガ
ン

　
「
新
年
へ　

無
事
故
の
タ
ス
キ　

　

 

つ
な
ご
う
よ
」

重
点
目
標

●
飲
酒
運
転
の
根
絶

●
夕
暮
れ
時・夜
間
等
に
お
け
る
交

通
事
故
防
止

●
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

●
信
号
機
の
な
い
横
断
歩
道
に
お
け

る
歩
行
者
優
先
等
の
徹
底

●
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
の
励
行

●
運
転
中
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
使

用
禁
止
の
徹
底

（
総
務
企
画
課
・
髙
橋
）

　

１
月
の
年
金
相
談
日
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

日
時

　

▼
1
月
12
日
㈭ 

　
　
［
10
時
〜
12
時
／
13
時
〜
16
時
］

場
所

　

真
庭
市
役
所
久
世
本
庁
舎

年
金
相
談

●岡山県立図書館の
　図書入れ替えを行っています。　
　新庄村公民館図書室では、年に３回、岡
山県立図書館の配本図書入れ替えを行って
います。
　11月下旬より３回目の入替作業を行い、
一般書500冊、児童書300冊、小学校図書
200冊、合計1000冊を配本し、12月15日㈭
より貸出可能になっております。　　　　
　また、新庄村内外の方々から寄贈してい
ただいた本の登録を行ったり、季節に合わ
せたおすすめ本の展示、イベント展示など、
多くの皆様に図書室を利用していただける
ような取り組みをしていますので、是非、
新庄村公民館図書室にお越しいただき、読
書のひと時をお過ごしください。
　
●絵本の読み聞かせ会　
　１月の風の子文庫さんによる、絵本の読
み聞かせ会の日程をお知らせします。

【開催日時】

　１月11日㈬　15時〜16時
　1月18日㈬　15時〜16時
　1月25日㈬　15時〜16時

【開催場所】

　新庄村公民館　児童図書室　
　天候や行事等でお休みになる場合があり
ますので、ご不明な場合は、お気軽にお問
い合わせください。

（公民館図書室・多久間）

公民館図書室だより
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今
月
の
俳
句
（
新
庄
村
俳
句
教
室
よ
り
）

●

懐
か
し
い
人
と
囲
炉
裏
の
夜
は
更
け�

金
盛
　
啓
子

●

ど
の
子
に
も
光
あ
ふ
れ
よ
七
五
三�

三
鴨
　
浩
子

●

紐
結
び
お
さ
ら
い
終
え
て
大
根
干
す�

田
中
　
艸
林

●

追
い
か
け
て
皆
既
月
食
半
か
け
に�

大
月
　
幸
子

�

（
ご
一
緒
に
俳
句
を
詠
ん
で
み
ま
せ
ん
か
）

10月期の交通事故発生状況

区　分 村内 真庭市内
10月期 本年の累計 10月期 本年の累計

事
故

件数 0 1件 ５ 49件
死者 0 0人 ０ 3人
重傷 0 0人 ０ 5人
軽傷 0 1人 6 53人

� （総務企画課・髙橋）　 　

戸
籍
の
動
き

�

令
和
４
年
11
月
受
付
分

　
「
戸
籍
の
動
き
」
へ
の
掲
載
希
望
に
つ

い
て
は
、
遠
慮
な
く
住
民
福
祉
課
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。�（
住
民
福
祉
課
・
森
元
）

12
月
の
納
税

　
■
固
定
資
産
税　
（
3
期
）

　
■
国
保
税　
　
　
（
7
期
）

�

納
期
限
▼
12
月
26
日
㈪

●
令
和
4
年
11
月
４
日

　
吉
村 

水
登
里 
（
満
84
歳
）

●
令
和
4
年
11
月
11
日

　
今
井 

君
代 

（
満
101
歳
）

●
令
和
4
年
11
月
27
日

　
滝
田 

信
夫 

（
満
95
歳
）

　

寒
く
な
り
、
風
邪
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
流
行
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。
感

染
対
策
の
基
本
で
あ
る
手
洗
い
、
う
が

い
に
加
え
て
「
水
分
補
給
」
も
有
効
な

予
防
策
の
ひ
と
つ
で
す
。
感
染
症
の
原

因
と
な
る
ウ
イ
ル
ス
は
、
乾
燥
し
た
状

態
で
活
発
に
活
動
し
ま
す
。
反
対
に
湿

度
50
％
以
上
に
な
る
と
活
動
が
急
激
に

低
下
し
ま
す
。
水
分
補
給
は
喉
や
鼻
の

粘
膜
を
う
る
お
し
て
ウ
イ
ル
ス
の
侵
入

を
防
ぐ
と
同
時
に
、
侵
入
し
た
ウ
イ
ル

ス
を
痰
や
鼻
水
に
よ
っ
て
体
外
に
排
出

す
る
作
用
を
助
け
ま
す
。
ま
た
、
風
邪

を
ひ
い
て
し
ま
っ
た
ら
発
熱
や
食
欲
低

下
、
下
痢
、
嘔
吐
な
ど
の
症
状
に
よ
り

体
か
ら
の
水
分
排
出
が
多
く
な
り
ま
す

の
で
、
普
段
以
上
に
き
ち
ん
と
水
分
を

補
給
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

冬
場
に
は
脳
卒
中
や
心
筋
梗
塞
の
発

症
が
増
え
ま
す
。
こ
れ
は
寒
く
な
っ
て

血
圧
が
上
昇
す
る
こ
と
も
一
因
で
は
あ

り
ま
す
が
、
水
分
補
給
も
大
い
に
関

わ
っ
て
い
ま
す
。
寒
く
な
っ
て
汗
を
か

か
な
く
な
り
、
喉
の
渇
き
を
自
覚
し
に

く
く
な
る
冬
場
は
水
分
補
給
が
少
な
く

な
り
ま
す
。
水
分
補
給
が
少
な
い
と
、

血
液
の
粘
度
が
上
が
り
、
血
管
が
詰
ま

り
や
す
く
な
り
、
結
果
と
し
て
脳
卒
中

や
心
筋
梗
塞
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が

高
く
な
り
ま
す
。

　

冬
は
、
低
温
と
乾
燥
し
た
環
境
か
ら
、

体
調
を
崩
し
や
す
い
季
節
で
す
。
水
分

補
給
を
意
識
し
て
、
健
康
に
過
ご
し
ま

し
ょ
う
。

�

（
住
民
福
祉
課
・
有
吉
）

お
元
気
で
す
か
？

死
亡
届 
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

　
寒
さ
が
身
に
染
み
る
季
節
と
な

り
ま
し
た
。体
調
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。
今
回
は
、
冬
の
水
分
補
給

に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

脳
卒
中
、心
筋
梗
塞
予
防
に

水
分
補
給

風
邪
対
策
に
水
分
補
給
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2022年12月

日々の活動をお知らせします!新
庄
村

地域おこし
協力隊

この１年で、いろんな方々にご協力いただきまし

て「季節の自家製シロップ」の種類がずいぶんと

増えました！山菜やハーブ、山の花なども使って

作ってみたい素材です。

観光（宿泊）

青
あお

野
の

 日
ひ

向
な

子
こ

宿業務や美術展の番をしつつ、ふるさと納税・デ

ザイン業務等を進めた１か月。道の駅の新商品「も

ち米焼酎」のPR用写真の撮影や岡山市の講演会

に講師として登壇もしました。

観光（宿泊）

沖
おき

津
つ

 美
み

邑
ゆ

白ねぎの出荷が終了した翌日、新庄に初雪が降り

ました。あっという間に冬ですね。今年の反省と

「来シーズンはこうしよう！」を考えながら公社

も冬支度。暖かくして過ごします。

農業

関
せき

根
ね

 龍一

あっという間に秋が終わって、新庄の冬の想像を

越える寒さに震えています。今は大口案件の製作

真っ最中。これを乗り越えて少しでも成長できれ

ば嬉しいです！頑張ります！

産業（林産資源活用）

河
かわ

田
だ

 達
たつ

希
き

りゅういち

　
９
月
に
漬
け
込
ん
だ「
サ
ル
ナ
シ
酢
」

が
そ
ろ
そ
ろ
良
い
感
じ
に
な
っ
て
い
る

時
分
で
す
。

　
皆
さ
ん
は
サ
ル
ナ
シ
酢
を
お
家
で
作

ら
れ
た
り
し
ま
し
た
か
？

　
熟
れ
て
い
な
い
硬
い
サ
ル
ナ
シ
の
実

を
、
砂
糖
と
酢
で
漬
け
込
み
ま
す
。
酢

の
中
に
サ
ル
ナ
シ
の
栄
養
が
溶
け
込
ん

で
味
も
ま
ろ
や
か
。
香
り
も
高
く
美
味

し
い
で
す
。
３
ヶ
月
た
っ
た
頃
か
ら
使

い
始
め
ら
れ
ま
す
が
、
長
く
漬
け
込
ん

だ
方
が
よ
り
味
わ
い
深
く
な
り
ま
す
。

　
サ
ル
ナ
シ
酢
は
い
ろ
い
ろ
な
料
理
に

使
え
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
サ
ル
ナ
シ
酢
を

そ
の
ま
ま
炭
酸
や
水
で
割
っ
て
飲
ん
で

も
オ
ッ
ケ
ー
で
す
し
、
牛
乳
に
入
れ
る

と
ヨ
ー
グ
ル
ト
の
よ
う
に
な
っ
て
朝
ご

は
ん
に
ピ
ッ
タ
リ
。

 

●
酢
飯
…
角
が
な
く
ま
ろ
や
か
な
味
わ

い
に
な
り
ま
す
。

●
酢
の
物
…
原
液
で
和
え
ま
す
。

●
麻
婆
豆
腐
…
最
後
に
適
量
加
え
ま
す
。

●
餃
子
の
タ
レ
…
サ
ル
ナ
シ
酢
原
液
と

醤
油
を
混
ぜ
る
。

●
酢
味
噌
和
え
…
い
つ
も
の
お
酢
を
サ

ル
ナ
シ
酢
に
。

●
ピ
ク
ル
ス
…
ピ
ク
ル
ス
液
に
野
菜
を

漬
け
込
む
時
に
サ
ル
ナ
シ
酢
を
好
み

で
加
え
る
。（
サ
ル
ナ
シ
の
有
効
成

分
が
熱
に
弱
い
た
め
）
小
さ
な
シ
イ

タ
ケ
を
丸
ご
と
漬
け
て
も
美
味
し
い

で
す
。

●
焼
酎
割
り
…
い
つ
も
呑
ん
で
い
る
焼

酎
（
他
の
お
酒
も
可
）
に
原
液
を
お

好
み
で
適
量
加
え
ま
す
。

 　
ま
だ
ま
だ
い
ろ
ん
な
使
い
方
が
出
来

る
と
思
う
の
で
、
お
家
で
試
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。

　
「
サ
ル
ナ
シ
」
も
「
酢
」
も
身
体
に
良

い
の
で
、
毎
日
取
り
入
れ
た
い
で
す
ね
。

　
今
年
は
作
っ
て
な
い
わ
ー
、
作
っ
た

こ
と
な
い
、
と
い
う
方
も
、
来
年
の
サ

ル
ナ
シ
の
季
節
に
ぜ
ひ
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
み
て
く
だ
さ
い
！
保
存
が
効
く
の
で

１
年
中
サ
ル
ナ
シ
の
栄
養
が
と
れ
る
優

れ
も
の
、
お
す
す
め
で
す
。

　
サ
ル
ナ
シ
栽
培
研
究
会
で
は
一
緒
に
サ

ル
ナ
シ
を
育
て
る
仲
間
を
募
集
中
で
す
。

　

新
庄
村
の
特
産
品
「
サ
ル
ナ
シ
」、

栄
養
価
も
高
く
美
味
し
い
果
物
、
最
近

は
ま
す
ま
す
人
気
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

サ
ル
ナ
シ
栽
培
に
興
味
が
あ
る
方
は
産

業
建
設
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
（
サ
ル
ナ
シ
栽
培
研
究
会
・
臼
井
）

こ
ん
に
ち
は
、

サ
ル
ナ
シ
栽
培
研
究
会
で
す
。
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ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

10
月
か
ら
収
穫
・
出
荷
を
始
め
た
、

白
ネ
ギ(

梨
瀬
地
区
に
栽
培)

を
11
月

末
で
収
穫
を
終
え
ま
し
た
。

　

白
ネ
ギ
の
選
果
作
業
も
2
年
目
に

な
り
、
白
ネ
ギ
の
知
識
も
少
し
つ
き
、

選
果
を
行
う
ス
ピ
ー
ド
も
上
が
っ
た

様
に
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
10
月

中
旬
か
ら
「
新
庄
村
地
域
人
事
業
協

同
組
合
」
よ
り
、
上
総
さ
ん
が
従
事

し
て
く
だ
さ
り
、
さ
ら
に
作
業
ス

ピ
ー
ド
が
上
が
り
、
去
年
よ
り
早
く

作
業
を
終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

白
ネ
ギ
の
選
果
作
業
を
し
て
い
る
と
、

た
く
さ
ん
の
方
が
声
を
か
け
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

今
年
は
、
職
場
体
験
で
新
庄
中
学

校
の
生
徒
が
来
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

少
し
の
時
間
で
し
た
が
、
楽
し
く
作

業
が
出
来
ま
し
た
。（
上
総
さ
ん
は

11
月
末
日
ま
で
、
農
業
公
社
で
従
事

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。）

　
梨
瀬
・
大
原
で
栽
培
し
て
い
た
大
豆

を
収
穫
し
て
、
ハ
デ
干
し
し
、
脱
粒

作
業
を
行
い
ま
し
た
。
今
年
は
大
豆

の
実
な
り
が
よ
く
、
た
く
さ
ん
収
穫

で
き
ま
し
た
。
脱
粒
作
業
は
殻
の
カ

ス
や
砂
埃
の
様
な
も
の
で
、
み
ん
な

真
っ
黒
に
な
り
な
が
ら
行
い
ま
し
た
。

の
心
配
が
は
じ
ま
り
ま
す
…
。
今
年

も
残
り
わ
ず
か
に
な
り
ま
し
た
。
今

年
一
年
み
な
さ
ん
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
来
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

　

令
和
4
年
11
月
12
日
で
、
設
立
2

周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と

え
に
、
み
な
さ
ん
の
お
力
添
え
と
ご

協
力
の
お
か
げ
で
す
。
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
年
は
去

年
の
課
題
と
反
省
を
活
か
し
な
が
ら

作
業
を
行
い
ま
し
た
が
、
全
て
が
全

て
う
ま
く
は
行
か
ず
、
あ
ら
た
め
て

農
業
の
難
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
今

年
の
作
付
面
積
は
水
稲
９
・
３
ヘ
ク

タ
ー
ル
、
白
ネ
ギ
11
ア
ー
ル
、
大
豆

28
ア
ー
ル
（
全
て
畦
畔
含
む
）
で
す
。

他
に
も
、
新

庄
小
学
校
の

水
田
管
理
も

行
い
ま
し
た
。

課
題
は
尽
き

ま
せ
ん
。
こ

れ
か
ら
も
ご

指
導
の
程
よ

　

み
な
さ
ん
お
世
話
に
な
り
ま
す
。

一
般
社
団
法
人
新
庄
村
農
業
公
社
で

す
。

　

田
ん
ぼ
や
畑
の
管
理
が
終
わ
り
冬

を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
雪

設
立
か
ら
2
年
を
迎
え
ま
し
た

白
ネ
ギ
出
荷
終
了
し
ま
し
た
！

大
豆
の
収
穫
も
終
わ
り
ま
し
た
！

一
般
社
団
法
人 

新
庄
村
農
業
公
社

�

℡
４
５—

7
５
０
７

ご
相
談
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、

い
つ
で
も
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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■
受
け
入
れ
可
能
日
は
12
月
29
日
㈭

　

9
時
～
12
時
、13
時
～
16
時
30
分

　

ま
で
と
な
り
ま
す
。

■
家
庭
ご
み
の
収
集
は
、
12
月
30
日

㈮
は
通
常
収
集
を
行
い
、
12
月
31

日
㈯
か
ら
1
月
3
日
㈫
ま
で
休
業

し
ま
す
。
1
月
4
日
㈬
か
ら
通
常

収
集
で
す
。

理想の
福祉を目指して

【
11
月
の
活
動
】

11
日　
緑
と
花
い
っ
ぱ
い
運
動

　
　
　
　
（
花
苗
植
え　

５
名
）

17
日　
美
作
地
区
親
睦
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
大
会�

（
美
咲
町　

８
名
）

緑
と
花
い
っ
ぱ
い
運
動

　

11
月
11
日
、
秋
の
花
苗
植
え
作
業
を
行

い
ま
し
た
。

　

毎
年
秋
の
苗
は
本
数
が
少
な
い
た
め
、

今
年
は
宍
戸
副
部
長
か
ら
パ
ン
ジ
ー
・
撫

子
の
苗
を
た
く
さ
ん
寄
付
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
参
加
者
５
名
と
少
人
数
で
し
た

が
、
無
事
作
業
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

年
間
を
通
じ
て
納
入
で
き
ま
す
の
で
、

ま
だ
未
加
入
の
方
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
今
後
と
も
社
会
福
祉
協
議
会
活
動
に
ご
理

解
と
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
に
次
の
方
か
ら
ご
寄

付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

吉
村　

篤
利　

様
（
香
典
返
し
）

　

今
井　

昌
治　

様
（
香
典
返
し
）

　

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
介
護
業
務
に

た
ず
さ
わ
っ
て
い
た
だ
く
職
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
正
職
員
ま
た
は
臨
時
職
員
と

し
て
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
小
規
模
事
業
所

等
に
勤
務
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
申
し
込

み
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
令
和
5
年
1
月

末
日
ま
で
に
所
定
の
用
紙
で
社
会
福
祉
協

議
会
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
詳
し
い

こ
と
を
お
尋
ね
に
な
り
た
い
方
は
、
社
会

福
祉
協
議
会
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
こ
の
花
壇
に
設
置
し
て
あ
っ
た

看
板
が
朽
ち
か
け
て
い
た
た
め
、
香
山
裕

樹
さ
ん
が
手
作
り
の
看
板
を
寄
贈
し
て
く

だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
か
わ
い
ら
し
い
花
と

共
に
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

今
年
度
も
区
長
さ
ん
を
通
じ
て
お
願
い

し
ま
し
た
社
会
福
祉
協
議
会
会
費
納
入
に

つ
き
ま
し
て
、
村
民
の
皆
様
か
ら
会
費
の

趣
旨
・
目
的
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
11
月

末
ま
で
に
２
４
２
、０
０
０
円
納
入
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

社
協
へ
の
お
問
い
合
わ
せ

☎
５
６—

２
０
０
１

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

の
活
動

介
護
職
員
の

募
集
に
つ
い
て

令
和
4
年
度

社
協
会
費
報
告

ご
寄
付 

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
への
持
ち
込
み

年
末
年
始
の

ゴ
ミ
収
集
に
つ
い
て

通常通り休業休業

12月 1月

通常通り

通常通り休業通常通り休業

家庭ごみ
の収集

年末年始
ゴミ収集
真庭北部クリーン
センターへ持ち込み

 9:00～12:00
13:00～16:30

29
㈭
30
㈮
12/31～1/3

       ㈯     ㈫  
4
㈬
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小中学
校だより

　11月22日㈫に、「令和４年度新庄村小中一貫教育校研究発表会」を行
いました。村内外より多くの方々にご参加いただきました。また、県内
各地の教育委員会や学校からリモート参観もしていただきました。
　今年度は、『異学年交流の授業』として、５・６・７年生合同での総合的な学習を公開しました。授業では、７年生をリー

ダーとするグループ活動をとおして、他の学年と協力しながら課題を解決する力を育て
ることを目指しています。
　子どもたちは、新庄村の未来について考え、発展させるための取組について議論しました。
話し合いの中で、５・６年生は積極的に意見を発表する姿、７年生は下級生の意見を上手に
まとめる姿が見られました。また、当日は、８・９年生による新庄太鼓の披露もありました。
その後の授業検討会では、本校の教育研究についての発表、岡山大学の　旗浩志先生か
らの指導助言があり、多くの学びを得た一日となりました。　　  （新庄小学校・熊谷）

新庄の自然や文化・お世話になった方に感謝して 〜餅つき・餅配り〜

新庄村小中一貫教育校研究発表会を開催

　11月９日㈬〜11日㈮の３日間、８年生の『職場体験学習』を実施しました。
　村内の７つの事業所（役場・保育所・道の駅・須貝邸・水路珈琲・
咲蔵家・がんばろう農園）にお世話になりました。
　お年寄りの方に優しく接する姿、黙々と作業をする姿等、活動に真
摯に取り組む姿が随所に見られました。今年度も地域の方々の協力
をいただき、貴重な体験をすることができました。

　11月13日㈰〜15日㈫に、９年生が北九州へ修学旅行に行ってきま
した。１日目は太宰府天満宮で合格祈願をして、吉野ヶ里遺跡を
見学しました。2 日目は長崎平和祈念公園で平和集会を行い、平
和の誓いをしっかりと述べました。その後、浦上天主堂・グラバー
園等を見学して、ハウステンボスに宿泊しました。３日目もハウス
テンボスを満喫し、一生の思い出に残る修学旅行となりました。
　今年度は、村から経費の全額補助をいただき、有意義な体験が
できました。ありがとうございました。�（新庄中学校・小川）　　

　11月17日㈭に餅つきを行いました。当日は、６名のボランティアの方に
も来ていただき、餅つき機でついた餅を全校児童でていねいに丸めてい
きました。テーブルには1000個を超えるたくさんの餅が並び、子どもた
ちは「頑張って良かった」と、満足した様子でした。翌日、お餅を袋詰め
して、この一年の教育活動でお世話になった方や子ども１１０番などでお
世話になっている方に配らせていただきました。
　今年度も、自然や文化に関わるさまざまな体験をとおして、新庄村の
すばらしさ、お世話になった方への感謝の気持ちをもてる児童が多くなっ
てきたことを実感しています。これからも、子どもたちがふるさとを愛し、
誇りをもてるように学習を充実させていきます。�（新庄小学校・熊谷）　　

中学校より

小学校より

小中学校より

働くことの大切さを学んだ 『職場体験学習』

一生の思い出に残る 『長崎修学旅行』
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